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＜研究概要＞ 

本研究は、土砂・洪水氾濫対策の検討に用いる解析手法の妥当性検証および入

力条件設定に資する中規模出水時の土砂動態に関するデータの有効活用方法を提

案することを目的とした。本研究では、富士川流域を対象に既存の各種データを

解析するとともに、多地点で新たなデータ取得を目的とした観測を実施した。そ

の上で、規模の異なる出水時の土砂動態に関する数値解析を実施し、観測データ

と計算結果を多面的に比較・検証した上で、中規模出水時のデータの有効活用方

法を提案した。 

＜事後評価コメント＞ 

 本研究では、土砂・洪水氾濫対策の検討に用いる解析手法の妥当性検証に資す

る中規模出水時データの有効活用方法を検討・提案し、インターバルカメラで得

られたデータを活用し、中小洪水時の土砂移動の現象を数値解析で表せるモデル

で表現したことは、砂防行政への反映の観点から大いに評価出来る。 

 今後は、粒度分布や粒径は出水規模で変化する可能性があることから、中小洪

水時の土砂移動の現象を表現できるモデルを大規模出水時に当てはめる際の留意

事項等について更なる検討を進めていただきたい。 

※評価基準 

Ａ：研究目的は達成され、十分な研究成果があった 

Ｂ：研究目的は概ね達成され、研究成果があった 

Ｃ：一定の研究成果があった 

Ｄ：研究成果があったとは言い難い 

 

 

  


